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(US Institute of 用を提供する可能性のある全ての加
Medicine) 工食品、または加工食品素材
EU 身体における一つないしそれ以上の生











































































































































































































































































































































































































































































































































http://www.cfsan. fda.gov/~dms/ds-savvy . html 
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Science & Technology Trends March 2002 
図表3米国DARPAプロジェクトと成果の実用化
年代 フ。ロジェクト プロジェクトの目標 成果の実用化
1980年代後半 デ、イクテー ショシヴρロジェクト 新聞の読み上げ音声のディク PCソフトウェアDictationの発売
1990年代前半 小規模タスク読み上げ(1987-1990) ァー ション (18Mなどカも)
新聞読み上げ'WSJ(1991-1996)



























時期 プロ、ジェクト名 内容 投資形態
1986"-' 音声百語によるマン・マシ 朗読音声を対象とした音声認識 文科省科研費重点領域研究
1989年度 ン・インターフェースの高度 の研究
化
1993"-' 音声・言語・概念の統合的 音声・言語統合処理による対話 文科省科研費重点領域研究
1995年度 処理による対話理解と生成 理解の研究
に関する研究
1993"-' 音声翻訳研究プロジェクト ホァノレ予約の会話音声の日英 ATR(旧エイ・アイ・アール音
1999年度 双方向自動通訳 声翻訳通信研究所)
1996"-' 音声言語による人間一機 インターネット上での文献検索の 日本学術振興会未来開拓学
2000年度 械対話システム 音声対話システムの実現 術研究推進事業
1997"-' 日本語プ、ィクァーション基 日本語連続音声認識基本ソフト IPA(情報処理振興事業協会)
1999年度 本ソフトウェア ウェアの開発 プロジェクト
1999"-' 話し言葉工学の構築 話し言葉から意味・内容・話して 科学技術振興調整費開放的
2003年度 の意図などを抽出する技術の基 融合研究推進制度
盤の確立
1999"-' 多冗音響情報の統合的理 空間音響、音声分析合成、音声 文科省COE形成プログフム
2003年度 解 認識、対話、音情報認知の研究
2000"-' 擬人化音声対話エージェ 機械が人間のように対話する技 IPA(情報処理振興事業協会)
2002年度 ント基本ソフトウェアの開発 術の基本ソフトウェアの開発 プロジェクト
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77イトレメデ ハ.イオレメデ 化学的 熱的処理ィエーション イ工ーション 処理
重金属類 voc 重金属類 重金属類voc voc voc 
ム-x 6.-x 。 。技術毎で 技術毎で
異なる 異なる
。 A X × 
× ム 。 。
× × 。 。
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改革λ 原ー壬力ー 関連E:;.集更し;τどた物一理忍研ー 究者ー 7研
究テーマの戦略的なシフト、地域政策的視点等、フラ




















International Centers National Centers University research 
ESRF 500 CEA 3，000 UJF 2，300 
ILL 400 CNRS 1，400 INPG 1，230 
GHFML 100 INSERM 2，970 
EMBL 55 F.T. R&D 350 
IRAM 90 CRSSA 300 
INRIA 330 
Total 1，145 8，350 3，530 
出典 PoleUniversity -data for 2000 
*略称詳細
International Centers National Center 
ESRF 欧州シンクロトロン放射光施設 CEA 仏原子力庁
ILL ラウエ・ランジェバン研究所 CNRS 国立科学研究センター
GHFML グルノーブル高磁場研究所 INSERM 国立保健医学研究所
EMBL 欧州分子生物学研究所 F.T. R&D フランステレコム研究開発センタ-






Enterprises Jobs Nationality Activity 
ST Microelectronics 1，000 France， Italy Semiconductor 
Schneider Electric 450 France Electric Equipment 
Hewlett-Packard 400 USA IT 
Lafarge 350 France Cement 
Pechiney 300 France Aluminum 
Bull 230 France IT 
Sun Microsystems 200 USA IT 
Air Liquid 150 France Chemicals 






























Patents Fields 1998 1999 Growth 
rate 
France 13，251 13，592 2.6% 
Rhone-Alpes 1，512 1，536 1.6% 















































































































Areaofl五位1echforlnd田町 Building ofPower and Enviromant 
Building of Aぬ居間dThvias















































2 Germany 25 
3 Italy 21 
4 UK 14 
5 Switzerland 9 
6 Sweden 6 
7 Canada 5 
7 Japan 5 
7 Finland 5 
10 Netherlands 4 
10 8elgium 4 
12 Denmark 3 
13 Spain 2 
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